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連関が見出せた。第 4 節の最後に，利子率の規定要因の 1 つである領主規制を取上げ，近藤家がこのよ
うな規制に対応するために，貸付形態の変更や，貨幣貸付と実物貸付との代替を行っていたことを，数
量データを利用して明らかにした。
第E部では讃岐農村を取上げ，第 I 部と同様の観点から生産要素のもう 1 つで、ある農地価格変動を分
析した。第 4 章第 1 節では， 4 ・ 5 章を通して主に利用した史料の所蔵家，丸岡家(旧庄屋)とその所





た。第 6 章では，第 5 章と同様の観点から丸亀藩領農村における農地価格時系列を考察し，その時系列
と米価との連関，および，利子率の代理指標とした藩札流通・人口との連関を探り，高松藩領と同様に
市場経済の展開があったことを示した。
近世社会においては市場メカニズムが作動するための制度的前提条件が未成熟で，生産と分配が市場
経済に依存する程度は相対的に低く，それらは他のシステムにも基づいて行われているが，本論文では，
そのような前近代経済とくに封建農村経済においても，市場メカニズムを通して諸財貨の生産や分配が
なされていたことに注目して種々の価格データ(とくに賃銀，利子率，農地価格)を時系列化し，近代
社会とは異なった形ではあるが，このようなシステムの展開があったことを明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本論文の内容上の特色は，わが国近世の封建社会における農民の経済活動が従来考えてきたよりもは
るかに高い程度で市場経済に依存していたことを主張している点にある。わが国近世の社会経済の特質
を再検討する上で，本論文の成果は逸することのできない重要なものとなろう。
研究方法としては主として文献の記述に依存した伝統的な経済史学に数量史的研究方法を導入して近
世経済史の新しい取組み方を試みている点にその特色がある。とくに地方農村に残存していながら従来
あまり利用されなかった史料を大量に活用して，数量史分析の狙上にのせることができるよう各種経済
指標の長期時系列を作成し，それら各種経済指標相互の連関を検証することによって近世農村経済の性
格を究明しようとしたことは本論文のすぐれた独創であり，近世農村経済史研究に新たな地平を切り拓
いたものとして高く評価される。概念の整備や論文構成の面で今後の研究にまつべきところもいくらか
残されているが，数々の新しい知見と方法上の独創性を有する本論文は近世経済史の分野で高い評価を
与えられるべき業績であり，経済学博士の学位に十分値するものと判定するO
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